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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年3月20日(2014.3.20)

【公開番号】特開2012-208251(P2012-208251A)
【公開日】平成24年10月25日(2012.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2012-044
【出願番号】特願2011-72907(P2011-72907)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 163/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 171/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５１０　
   Ｃ０９Ｊ 163/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 171/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ  11/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月3日(2014.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　積層光学部材においては、偏光板以外の光学層として位相差フィルムを含むものが、液
晶表示装置に適用したときに有効に光学補償を行えることから、好ましく用いられる。位
相差フィルムの位相差値（面内および厚み方向）は、適用される液晶セルに応じて、最適
なものを選べばよい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　（３）保護膜の溶解性
　アセチルセルロース系樹脂からなる厚さ４０μｍの位相差フィルム〔商品名“Ｎ－ＴＡ
Ｃ　ＫＣ４ＦＲ－１”、コニカミノルタオプト（株）製〕を用意した。この位相差フィル
ムは、ポリビニルアルコール系偏光子に、光学補償機能を兼ね備える保護膜として貼合さ
れ、偏光板を製造するのに用いられるものである。この位相差フィルムを１０ｍｍ×４０
ｍｍの大きさに裁断した後、上で調製したそれぞれの接着剤液２０ｇに、２３℃の温度で
２日間浸漬した。２日後、位相差フィルムを取り出し、ベンコットで保護膜に付着してい
る接着剤液を拭き、重量を測定した。そして、接着剤液への浸漬前のフィルム重量と浸漬
後のフィルム重量から、以下の式によりそのフィルムの重量減少を求め、結果を表１に示
した。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　比較例１のように、脂環式ジエポキシ化合物（ａ１）に、分岐アルキレンを連結基とす
るジグリシジルエーテル（ａ２１）および単官能エポキシ化合物（ａ３）を配合した３元
系接着剤は、保護膜であるアセチルセルロース系樹脂フィルムの溶解性が小さいものの、
脂環式ジエポキシ化合物（ａ１）の配合割合が大きいため、粘度が高くなって、保護膜ま
たは偏光子に塗るときの塗工適性が十分でない。一方、比較例２および３のように、ジグ
リシジル化合物（Ａ２）として、炭素数４の直鎖アルキレンを連結基とするジグリシジル
エーテル（ａ２２）を用いた場合には、保護膜であるアセチルセルロース系樹脂フィルム
の溶解性が大きくなる。これに対し、分岐アルキレンを連結基とするジグリシジルエーテ
ル（ａ２１）を含む３元系接着剤であって、実施例１～４のような配合割合とすれば、低
粘度で、保護膜を溶解しにくい光硬化性接着剤となる。
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